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第２０３回組合会会議録 

 

 令和５年６月１４日千葉市中央区中央港１丁目１３番３号オークラ千葉ホテル３

階「エリーゼ」において第２０３回組合会を開催した。 

 

 

組合会の目的である事項 

 

 

報告第 １ 号  千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置

について 

報告第 ２ 号  令和４年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状況について 

議案第 １ 号  令和４年度決算の認定について 

 
 

招集年月日   令和５年６月１４日 

議   長   岩  田  利  雄 

 

 

議員の定数は２０名であるが、出席した議員は、次のとおりである。 

市町村長である議員（３名） 

９番 太 田   洋 

１１番 岩 田 利 雄 

１５番 佐 藤 晴 彦 

 

市町村長以外の議員（９名） 

  ２番 竹 山 隼 央 

４番 青 木 賀 一 

８番 須 藤 和 人 

１０番 大阿久 大 輔 

１２番 鵜 澤 裕 貴 

１４番 伊 藤 成 司 

１６番 金 坂   賢 

 １８番 石 橋 健 壱 

 ２０番 松 本 孝 則 

 

委任状を提出した議員は、次のとおりである。（８名） 

  １番 内 田 悦 嗣 

３番 星 野 順一郎 

５番 神 谷 俊 一 

６番 千 原 秀 樹 

７番 井 崎 義 治 

 １３番 小 坂 泰 久 

１７番 渡 辺 芳 邦 

 １９番 宮 本 泰 介 

 

委任を受けた議員は、次のとおりである。（２名） 
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  ９番 太 田   洋（委任者７名） 

８番 須 藤 和 人（委任者１名） 

 

学識経験監事である佐藤晴邦は、この組合会に出席した。 

 

事務局から出席した職員は、次のとおりである。 

事務局長兼出納長 五 木 田  雅  之 

事務局次長兼監査室長兼総務課長 布 施 幸 一 

事務局次長兼福祉課長 関  裕 行 

保 健 課 長 伊 藤 篤 史 

年 金 課 長 篠 﨑 輝 明 

経 理 課 長 大 月 和 美 

主 幹 兼 総 務 係 長 加 藤 麻 美 

施設長兼情報管理課長 工 藤  誠 

施設管理課長兼施設管理係長 白 井 貴 弘 

施設管理課付課長補佐 別 部 光 洋 

 

 

開 会 （時刻１３時００分） 

 

事務局長  事務局長の五木田でございます。議員の皆様におかれましては、本日

は公務ご多忙の折、組合会にご出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。さて本日は、組合会の開会に先立ちまして、２点ほどご報告

をさせていただきます。まず初めに、岩田理事長でございますが、５月２

９日に開催されました関東地区理事長会議におきまして、関東地区理事

長会の会長に再選されましたことをご報告させていただきます。なお、

このことにより関東地区理事長会の会長職は５期目となったものでござ

います。続きまして、２点目は先日来報道がされております、マイナンバ

ーの誤登録による情報漏洩の事案が発生した件でございます。お手元に

新聞記事のコピーを配付させていただいておりますが、経過を申し上げ

ますと、地方職員共済組合の元組合員の公務員年金を決定する際に、元

組合員の氏名を誤ってシステム機構に照会をしてしまい、さらに該当し

た別人のマイナンバーと元組合員の公務員年金の情報を紐づけてしまっ

たという事案でございます。このことを受けて、岸田首相からも総点検

と再発防止の公表の指示がなされ、総務省など関係省庁が誤登録の規模

や原因を把握したうえで、対応を含め公表することとされておりますが、

現段階では当組合の上部団体である全国市町村職員共済組合連合会にお

いても詳細は不明となっているところでございます。当組合ではこのよ

うな事案はありませんが、今後は総務省などからの指示に基づき、対応

をしてまいります。報告につきましては、以上でございます。 

事務局長  それでは、組合会の開会にあたりまして、本日の定足数を発表させて

いただきます。本日、ご出席いただきました市町村長議員は３名、委任状

を提出されました市町村長議員は７名で、合計１０名でございます。ま

た、職員議員につきましては、９名のご出席をいただき、委任状を提出さ
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れました職員議員は１名で、合計１０名でございます。したがいまして、

地方公務員等共済組合法施行令第１１条の規定によります、定足数に達

しておりますので、ただいまから議事日程に従いまして、第２０３回組

合会を開催させていただきます。開会にあたりまして議長からご挨拶を

賜り、その後の進行につきましても、よろしくお願いいたします。 

 

議  長  組合会の開会にあたりまして、ご挨拶を申し上げます。本日ここに第

２０３回組合会を開催いたしましたところ、議員各位におかれましては、

公務ご多忙の中、ご出席を賜り、誠にありがとうございます。また、平素

から共済組合の事業運営につきまして、特段のご理解とご協力を賜り、

重ねてお礼を申し上げる次第でございます。 

   さて、ご案内のとおり、新型コロナウイルスの感染者が国内で初めて

確認されて以来、３年以上にわたる感染防止に向けた長い闘いが続いて

おりますが、一方で、ウィズコロナが新たな段階に入り、５月８日からは

感染症法上の位置づけについて、季節性インフルエンザと同様の５類に

移行されております。そういった意味において、社会、経済活動の正常化

が進み、生活や経済に明るい兆しが見え始めてきているのではないかと

思うところでございます。各自治体において行政に携わる議員の皆様方

には、新型コロナウイルス対策の取り組みに対し、大変なご苦労があっ

たことと推察いたしますとともに、この間のご尽力に心から敬意を表す

る次第でございます。当組合におきましても各種事業につきましては、

いわゆるコロナ禍前の状況に戻りつつありますが、油断することなく、

組合員の皆様の日々の生活の安定と福祉の向上及び健康の維持増進のた

め、引き続き取り組んでまいる所存でございます。 

さて、ここで共済制度を取り巻く諸情勢につきまして、若干触れさせて

いただきます。短期給付事業におきましては、昨年から団塊の世代が７

５歳以上になる中、今後引き続き進められる持続可能な全世代型社会保

障の動向に注視する必要がございます。また、昨年１０月の短時間勤務

職員の適用拡大では、多くの非常勤職員が共済の短期給付、福祉事業の

適用となり、負担と給付の割合に代表される諸課題が表面化する可能性

があり、これらに向けての対応が求められるものでございます。 

次に、施設運営についてでございます。新型コロナウイルスの影響は若

干好転しておりますが、依然として厳しい経営環境は続いている状況で

ございます。今後はウィズコロナ、アフターコロナを見据えた施設運営

が求められ、そのための各種施策についても重要度が増すと考えられる

ことから、今後の状況を注視していく必要があるものでございます。こ

のように共済組合を取り巻く情勢は厳しく、不透明なものがございます

が、組合員とその家族のため、共済制度の維持、発展に努めてまいる所存

でございますので、引き続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

   さて、本日ご審議いただきます主な案件は、「令和４年度決算の認定に

ついて」でございます。令和４年度の決算につきましては、保健経理第２

及び宿泊経理において、新型コロナウイルス感染症の影響が少なからず

あったものの、施設収入については対前年度比較で増加傾向に転じ、事

故等もなく安心安全を第一とした運営を行うことができたものでござい

ます。その他の経理については、各事業とも概ね順調に推移したもので

ございます。このことは組合員の皆様はもとより、議員の皆様のご理解
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とご協力の賜物と、深く感謝を申し上げる次第でございます。なお、本日

の附議案件につきましては、逐次、事務局から説明がありますので、慎重

にご審議を賜りますようお願い申し上げまして、開会の挨拶とさせてい

ただきます。 

 

議  長  それでは、議事に入ります。議事日程の決定を議題といたします。お諮

りをいたします。議事日程は本日１日といたしたいと存じます。これに

ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議なしと認め、本日の会議を１日と決定をいたします。 

 

議  長  次に、会議録署名議員の選挙について、お諮りをいたします。会議録署

名議員の選挙は、議長において指名することで、ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議ないものと認め、会議録署名議員に長側１５番、佐藤晴彦議員、

職員側１６番、金坂賢議員の両名を指名いたします。 

 

議  長  議案の提案の前に、報告事項が２件ございます。報告第１号「千葉県知

事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置について」、報告第

２号「令和４年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状況について」

を一括して事務局から報告を求めます。布施監査室長。 

 

監査室長  はい。 

 

議  長  はい、室長。 

 

監査室長  監査室長の布施でございます。報告第１号及び報告第２号についてご

報告させていただきます。 

総務課長  それでは、まず、報告第１号、「千葉県知事が実施した監査の結果と指

摘事項に対する改善措置について」ご報告をさせていただきます。恐れ

入ります。資料を１枚おめくりいただきまして、１ページの監査の結果

についてをご覧いただきたいと存じます。千葉県知事監査につきまして

は、千葉県庁において、当組合の所管課である市町村課により令和４年

１１月１７日、１８日及び１２月２２日の３日間にわたり執行いただき、

その結果について、本年１月２４日付で通知があったものでございます。

文書での指摘事項につきましては、項番１の「総則事項について」から６

ページにあります、項番１０の「個人情報・情報セキュリティについて」

までであり、令和４年度、新たに指摘を受けた項目はございませんでし

た。また、監査の指摘事項に対する措置状況でございますが、資料の１２

ページをご覧いただきたいと思います。こちらのページから最後の３０

ページまでの内容で、本年３月１４日付で報告をし、受理をされたもの

でございます。本日はこの監査の指摘事項に対する措置状況の中から、



 - 5 - 

指摘を受けた箇所の主なものを中心にご報告をさせていただきます。 

総務課長  恐れ入ります、資料の１２ページをご覧いただきたいと存じます。こ

ちらの監査指摘事項に対する措置状況の様式は、平成２９年度の報告分

から変更されたところでございます。一番左側の「指摘年度」ですが、平

成２９年度、平成３０年度、令和２年度、令和３年度、令和４年度と記載

しておりますが、右に１列飛んだ「指摘事項」をご覧いただきますと、１

段目が平成２９年度の指摘、２段目が平成３０年度の指摘、３段目が令

和２年度、４段目が令和３年度、５段目が令和４年度という見方になり

ます。なお、令和元年度につきましては、総務省の監査となっております

ので、９、１０、１１ページに今回の都道府県監査とは別に記載しており

ます。また、１２ページにお戻りいただきまして、一番右側の指摘事項に

対する措置状況の具体的内容の欄でございますが、その下に米印で、星

印は実施済みとありますが、措置状況については複数年度にわたってい

ることから、星印については実施をしている、中黒点部分はこれから措

置するというような見方になるものでございます。 

総務課長  それでは１２ページの一番下の段をご覧いただきたいと存じます。（１）

の組合会関係についてでございますが、こちらは「組合運営は、組合員及

び構成団体の理解と納得のもと事業を進めていくことが不可欠であるが、

組合会における長側議員の出席率が低い状態が続いている。候補日を複

数設ける等、日程調整の方法について改善を図るとともに、オンライン

会議システムの利用など、関係機関と連携を図り新たな方策を検討・実

施し、出席率の向上に努めること。」という指摘でございました。これに

対しまして右隣の欄が対応方針ですが、また書き以下の記載におきまし

て、「また、オンライン会議システムの利用など、関係機関と更なる情報

共有、連携による新たな出席率向上の方策を検討・実施してまいります。

なお、理事長以外の長側議員に対しても日程調整を行い、出席率の向上

に努めます。」としております。したがいまして、一番右側の「指摘事項

に対する措置状況」でございますけども、対策の４番目、一番下から２行

目の中黒点にあるとおり、「会議日程等の確認及びオンライン会議システ

ムの利用による組合会の開催」と一番下の中黒点にあるとおり、「日程調

整の際、候補日を複数設けることについて検討を行ってまいります。」と

いうことで報告したものです。 

総務課長  次に１５ページをご覧いただきたいと思います。指摘事項の上から２

段目の（３）人事制度等についての、いわゆる「わたり」の件でございま

す。「５級職の主幹が４級の係長の職務を兼務している運用は、実質的に

係長の職務が４～５級にわたっており、いわゆる「わたり」に相当するも

のと判断されるが、令和５年度から新たな職務分類基準等を適用し、暫

定的に「わたり」が残るものの、複数年かけて解消する予定とのことであ

った。職務給の原則を徹底し、組織として必要なポストへの人員配置を

行うことに留意の上、確実に取り組むこと。」という指摘がございました。

その対応方針でございますが、恐れ入ります、１４ページにお戻りいた

だきまして、真ん中の列最上段から始まります「「わたり」については、

千葉県の取り扱いに基づき、役職は職員の人事管理の都合で設置・廃止

することなく、組織として必要な役職を定め、そこに職務能力・経験等で

適切な職員を配置することを基本に、組織及び標準職務の見直しを図る

ことといたします。」とし、一番右の欄の措置状況では、星印で見ますと
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下から３つ目の星印に「「わたり」に関する規定の改正を令和４年１０月

に行いました。」ということで報告をしております。 

総務課長  次に１６ページをご覧いただきたいと思います。指摘事項の上から２

段目の(１)食糧費についてでございます。「会議の後や会議の前の昼食な

ど、必要性に疑義のある昼食代等を経費で支出している例が見受けられ

た。昼食代等については出席者が負担することが基本であるため、食糧

費支出の基準を見直すとともに、支出に係る決裁でも、その必要性や妥

当性をチェックできる体制を確保すること。」という指摘がございました。

その右隣の対応方針でございますが、恐れ入りますが、１５ページの右

から３列目の上から３段目の欄に記載しておりますとおり、「「各種会議

における食糧費等の支出基準」について見直しを行い、基準額の範囲内

での執行を徹底し、昼食代等の取り扱いについては、やむを得ない場合

を除き、出席者が負担することが基本であることを徹底してまいります。

また、支出の適否を事前チェックできる体制を検討してまいります。」と

いうことで報告をしております。 

総務課長  最後に３０ページをご覧いただきたいと思います。１２の「個人情報・

情報セキュリティ対策について」の下の段、「「千葉県市町村職員共済組

合情報セキュリティ基準」等に規定されている事項のうち、「監査の実施」、

「自己点検の実施」、「緊急時対応計画の策定」、「緊急対応訓練の実施」等

が未実施であることについて、令和４年度において情報セキュリティ委

員会で検討作業を進めており、現状として令和５年度に緊急時対応計画

及び自己点検表の作成を行い、令和６年度に緊急時対応訓練、自己点検

及び監査を実施する予定とのことであった。いずれも規定された事項で

あることから、引き続きセキュリティ対策の推進に努めること。」との指

摘がございました。その右隣の対応方針でございますが、中段の「情報セ

キュリティ対策という性質上、」という書き出しから始まる箇所からでご

ざいます。「情報セキュリティ対策という性質上、絶対的に正しい解が存

在しないため、当組合において必要となる内容の検討に時間を要したも

のです。情報セキュリティ委員会での協議、決定に基づき、令和５年度に

おいて、専門的知識を有する者の意見を踏まえ、緊急時対応計画の策定

及び自己点検表の作成を実施するとともに、専門的知識を有する者が決

める情報セキュリティ対策に係る水準を参考とし、今後の情報セキュリ

ティ対策へ活かしていくものです。また、令和６年度において、緊急時対

応計画に基づき、訓練を実施してまいります。監査については、情報セキ

ュリティ委員会にて決定した、組織的対策に基づき、令和６年度に監査

室において実施する予定であります。」と報告をしたところでございます。

報告第１号につきましては、以上でございます。 

 

総務課長  続きまして、報告第２号、「令和４年度退職等年金預託金管理経理に係

る運用状況について」でございます。表紙をおめくりいただきまして、預

託金の運用状況（退職等年金預託金管理経理）と記載のある、円グラフが

表示された資料をご覧ください。令和４年度の退職等年金預託金管理経

理の資産は、貸付金５１億３，０００万円、短期資産３億１，５００万円

によって構成されており、合計５４億４，５００万円の資産を保有して

おります。貸付金につきましては、当組合の貸付経理及び物資経理への

貸付金の合計であり、短期資産については、普通預金となります。退職等
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年金預託金管理経理から貸付経理及び物資経理へ貸し出す際の利率が１

パーセントであることから、貸付金の実現収益率は１パーセント、短期

資産については、普通預金でございますが、ほぼ利息の付かない状況と

なっておりますので、表示上、実現収益率は０．００パーセントとなって

いるものでございます。この貸付金と普通預金から得られた利息及び配

当金の総合利回りとして表示した結果が、実現収益率０．９６パーセン

トとなっているものでございます。また、参考として下に掲載しており

ます令和３年度の運用状況についてでございますが、貸付金の合計額は

６４億８，９００万となっており、令和４年度の５４億４，５００万円と

比較いたしますと資産額が１０億４，４００万円減少しております。こ

れは、主に貸付経理への貸付額が減少傾向であることから、この退職等

年金預託金管理経理から資金の貸付を受ける金額が減少しているためで

ございます。なお、運用状況の公表についてでございますが、毎年７月の

第１営業日に公表することとされており、今年度につきましては、７月

３日に当組合のホームページに公表する予定でございます。報告第２号

につきましては、以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

 

議  長  ただいま「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善

措置について」と「令和４年度退職等年金預託金管理経理に係る運用状

況について」の報告がありました。ご質疑等ございましたらお願いをい

たします。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で、報告第１号「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に

対する改善措置について」、報告第２号「令和４年度退職等年金預託金管

理経理に係る運用状況について」の報告を終結いたします。 

 

議  長  これより議案の上程を行います。議案第１号「令和４年度決算の認定

について」を議題といたします。事務局から説明を求めます。大月経理課

長。 

 

経理課長  はい。 

 

議  長  はい、課長。 

 

経理課長  経理課長の大月でございます。それでは、議案第１号を上程させてい

ただきます。議案第１号をご覧ください。「令和４年度決算の認定につい

て」、令和４年度決算について、別冊のように認定を求めるものでござい

ます。１枚おめくりいただきますと、令和４年度の決算書となっており

ますが、こちらの決算書につきましては、法に定められました様式に基

づきまして作成をいたしたものでございます。本日の説明につきまして

は、この決算書に基づきまして作成をいたしました「令和４年度決算の

概況について」を添付させていただいておりますので、こちらを用いま

してご説明させていただきます。誠に恐縮ですが、着座にてご説明させ

ていただきます。 
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まず、１ページの１、地方公共団体の数、組合員等の数及び標準報酬の

月額等でございます。（１）の団体数は、１０１団体で変更はございませ

んでした。（２）の組合員数等は、組合員と任意継続組合員の計で、令和

４年度末では７万５，７０５人となりまして、令和３年度末と比較しま

すと、１万８，０１９人の増加となりました。被扶養者数は４万７，２５

９人となりまして、前年度末と比較しますと、３，０８２人の増加となり

ました。増加の理由としましては、それぞれ主に短期組合員の加入によ

るものでございます。第３号厚生年金被保険者数は５万７，０１６人と

なりました。次に（３）の標準報酬の月額等でございます。こちらの表で

は、長期と短期の金額を掲げてございますが、本日は短期の額でご説明

させていただきます。①組合員でございますが、標準報酬の月額は組合

員の方の総額となりますが、令和４年度末で２６０億８，６１７万円で

ございました。令和３年度末と比較しますと、３２億２，６４５万２，０

００円の増加となりますが、この増加につきましても、短期組合員の加

入によるものとなります。また、平均標準報酬の月額は３４万８，２０１

円で、前年度と比較しますと、５万３，５２３円の減少となります。この

減少についても、短期組合員の加入によるものとなります。標準期末手

当等の額の年度累計額は８８３億４，７３１万６，０００円となりまし

た。以下、②の任意継続組合員、③の第３号厚生年金被保険者は記載のと

おりの金額となっております。 

次に、２の短期経理でございます。(１)の財源率につきましては、①掛

金・負担金率合計で標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対する率

となります。短期財源率は、令和４年度では８８パーミル、また介護財源

率は、前年度より０．６２パーミル引き下げの１７．１８パーミルでござ

いました。②の調整負担金及び公的負担金は、標準報酬の月額及び標準

期末手当等の額に対しまして、前年度据え置きの率でございました。続

きまして、２ページをご覧ください。(２)の一部負担金払戻金等の基礎

控除額につきましては、変更はないものでございます。(３)の収支でご

ざいます。収入につきまして、短期負担金等以下、４行目の短期の計は、

３３３億３４７万１，２３４円となり、前年度と比較して、２０億７，９

１０万８，８８０円の増加となりました。増加の理由としては、短期組合

員の加入によるものでございます。以下合計をいたしまして、４２６億

６３３万７，４０６円となったものでございます。一方、支出につきまし

ては、法定給付以下、４行目の給付金等の計は、１８３億９，４３０万３，

７２９円となり、前年度と比較して、２２億５７９万３，１０７円増加と

なりました。こちらの給付金の増加の主な理由も短期組合員の加入によ

るものでございます。以下合計をいたしまして、４２３億３，７９２万３，

６９５円となったものでございます。収支差し引きいたしますと、２億

６，８４１万３，７１１円の当期利益金が生じました｡内訳は､短期では

２億７，６００万４，７４７円の当期短期利益金､また､介護では７５９

万１，０３６円の当期介護損失金が生じたところでございます｡次に 

(４)の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積立金は、法定額満額

の１４億３，７６１万６，７９８円を積み立て、法定額が増加した関係で、

短期利益金のうち、不足額９，１０１万１，７３９円を充当し、積み立て

たものでございます。また、短期積立金は、短期利益金の残額１億８，４

９９万３，００８円を積み増し、翌年度に２１億７，３８２万２５８円を
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繰り越すものでございます｡次に、介護繰越欠損金は、収支差し引きで生

じました介護損失金７５９万１，０３６円と、前年度より繰り越ししま

した額を合わせまして、翌年度に繰り越す介護繰越欠損金は､１，９３７

万９，３４８円となったものでございます｡ 

次に、３ページをご覧ください。３の厚生年金保険経理、４の退職等年

金経理、５の経過的長期経理につきましては、収入額と同額を連合会へ

払込金として払い込む経理のため、それぞれ(２)の収支のとおり収支差

し引き０円となるものです。 

続きまして、４ページをご覧ください。６の退職等年金預託金管理経理

でございます。(１)の運用状況につきましては、令和４年度末では、長期

貸付金としまして、貸付経理へ３３億７，０４０万３，７２５円、物資経

理へ１７億５，９８０万円、以下合計をしまして５１億３，０２０万３，

７２５円を運用いたしたところでございます。(２)の取引金融機関の信

用リスクでございますが、当組合が取り引きをしております千葉銀行の

信用リスクについては､記載のとおり、預託元の全国市町村職員共済組合

連合会の示す格付けであるトリプルＢ格以上となっているものでござい

ます｡(３)の収支でございますが、収入は、運用によります利息及び配当

金が５，５７１万８，８０１円となったものでございます。一方、支出は、

収入額と同額を支払利息として、連合会に払い込んだものでございます。 

次に、７の経過的長期預託金管理経理でございます。令和４年度は取り

引きがございませんでしたので、説明を省略させていただきます。 

それでは、５ページをご覧ください。次に、８の業務経理でございます。

(１)の事務費は、全て組合員１人当たりの年額でございます。①の短期・

厚生年金保険及び経過的長期給付分につきまして、アの事務費負担金は

構成団体にご負担していただくものでございますが、組合員１人当たり

の合計で１万８４８円ご負担していただいたところでございます。イの

事務費は、組合員１人当たりとしまして、短期部分の公的負担金６，０３

６円、以下合計で１万３，０８９円を事務に要する費用とさせていただ

いたところでございます。なお、令和４年度におきましても、事業計画ど

おり短期経理からの繰入は行いませんでしたので、実際の事務費は１万

１，０３４円となったものでございます。②の退職等年金給付の事務費

は、組合員１人当たり５３１円で、全額連合会交付金として交付された

ものでございます。(２)の収支でございますが、収入につきましては、構

成団体からの負担金以下、合計をしまして８億９，１９９万９，８１８円

となったものでございます。一方、支出につきましては、職員給与以下、

合計をしまして９億６，７６７万６，６２７円となったものでございま

す。収支差し引きいたしますと、７，５６７万６，８０９円の当期損失金

が生じましたので、(３)の剰余金をご覧ください。生じました損失金は

全額積立金から取り崩しをいたしました結果、翌年度へ１１億１，６３

５万９０７円を繰り越すものでございます。 

次に、９の保健経理でございます。(１)の財源率につきまして、①の掛

金・負担金率合計は、４.４パーミルでございました。②の特定健康診査

等に係る負担金は、組合員１人当たり１７０円をご負担いただいたとこ

ろでございます。続きまして、６ページをご覧ください。(２)の収支でご

ざいますが、収入につきましては、負担金以下、合計をしまして、短期組

合員増加により、前年度より１億１６０万３，２１１円増加の１６億６，
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４８３万９，３７９円となったものでございます。一方、支出につきまし

ては、２行目の厚生費を中心に、以下合計をしまして１６億６，７６９万

８，４４４円となったものでございます。収支差し引きいたしますと、２

８５万９，０６５円の当期損失金が生じましたので､(３)剰余金をご覧く

ださい。生じました損失金は､積立金から取り崩しをいたしました結果､

翌年度へ２０億２，６１１万５，２５８円を繰り越すものでございます｡ 

次に、１０の保健経理第２でございます。営業日数は令和４年４月８日

から１１月２４日までの間で、２２３日の営業をいたしたところでござ

います。宿泊人数は７，５２８人、利用率にして５８．２パーセントでご

ざいました。(２)の収支でございますが、収入につきましては、施設収入

以下、合計をしまして１億４６７万３，５０９円となったものでござい

ます。一方、支出では、３行目の委託費を中心に、以下合計をしまして１

億４，７９０万７，１７６円となったものでございます。収支差し引きい

たしますと、４，３２３万３，６６７円の当期損失金が生じましたので、

７ページ(３)の剰余金をご覧ください。生じました損失金は全額欠損金

補てん積立金から取り崩しをいたしました結果、翌年度へ３億１，２７

６万７１円を繰り越すものでございます。 

次に、１１の保健経理第３でございます。（１）②の温浴施設の利用状

況は、組合員１万７，８２２人、一般１万２，０９６人となりまして、合

計では２万９，９１８人のご利用をいただいたところでございます。(２)

の収支につきましては、収入では、施設収入、保健経理より繰入以下、合

計をいたしまして、３，９７３万４，５９５円となったものでございます。

一方、支出では、委託費を中心に、以下合計をいたしまして、３，６４６

万５，００９円となったものでございます。収支差し引きいたしますと、

３２６万９，５８６円の当期利益金が生じましたので、(３)剰余金をご

覧ください。生じました利益金は、欠損金補てん積立金に全額積み増し

をいたしました結果、翌年度へ７，６６２万８，０６３円を繰り越すもの

でございます。 

次に、１２の宿泊経理でございます。最初に(１)のオークラ千葉ホテ

ルでございますが、①ウの利用状況につきましては､宿泊利用者が２万９，

８９１人、利用率は６０.２パーセントでございました。婚礼は１４９組

で、ご利用者は４，０１１人でございました。以下、会議等のご利用者を

合計いたしますと、１４万４，７４２人のご利用をいただいたところで

ございます。続きまして、８ページをご覧ください。②の収支でございま

すが、収入では、施設収入以下、合計をしまして１２億１，７００万５，

８６０円となったものでございます。一方、支出では、４行目の委託費を

中心として、以下合計をしまして１３億５，４０５万５８４円となった

ものでございます。収支差し引きいたしますと、１億３，７０４万４，７

２４円の当期損失金が生じましたので、③の剰余金をご覧ください。生

じました損失金は欠損金補てん積立金を取り崩して補てんをいたしまし

た結果、翌年度へ１５億６，１８０万８，６５５円を繰り越すものでござ

います。次に(２)の黒潮荘でございます。①のウの利用状況につきまし

ては、宿泊者数１万３，９２３人、宿泊利用率は４８.３パーセントでご

ざいました。以下､宴会､会議を合計しまして､１万４，０７３人のご利用

をいただいたところでございます｡②の収支につきましては、収入では、

施設収入以下、合計をしまして２億１，０２１万８，１５２円となったも
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のでございます。一方、支出では、４行目の委託費を中心として、以下合

計をいたしまして２億７，２２８万８，２５８円となったものでござい

ます。収支差し引きいたしますと、６，２０７万１０６円の当期損失金が

生じましたので、９ページ③の剰余金をご覧ください。生じました損失

金は欠損金補てん積立金を取り崩して補てんをいたしました結果、翌年

度へ４億６，１２４万２，２４１円を繰り越すものでございます。 

次に、１３の貯金経理でございます。（１）①支払利率は前年度据え置

きの１.９パーセントでございます。②貯金者数は５万３４６人となりま

して、加入率は６６.５０パーセントでございました。また、③貯金総額

は３，６１２億６６０万１，１６２円、１人当たりの貯金額は７１７万４，

４８４円となったものでございます。(２)の収支につきましては、収入

では、利息及び配当金以下、合計をいたしまして８０億６，３８７万３，

８２９円となったものでございます。一方、支出では、貯金の利息として

お支払いしました、上から４行目の支払利息を中心としまして、以下合

計しますと６６億３，４３３万３，０４２円となったものでございます。

収支差し引きいたしますと、１４億２，９５４万７８７円の当期利益金

が生じましたので、(３)の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積

立金につきましては、貯金総額の５パーセントである法定額満額の１８

０億６，０３３万５８円を積み立てたものでございます。組合員貯金総

額の増加に伴い、法定額が増加した関係で、当期利益金のうち４億９，６

７１万３，７７４円を充当いたしました。積立金につきましては、利益金

の残額９億３，２８２万７，０１３円を積み増し、翌年度に４３３億６，

８４２万６，１６０円を繰り越しいたしました。よって、剰余金合計の年

度末繰越額は６１４億２，８７５万６，２１８円となり、貯金総額に対し

ます剰余金の積立率は、１７．００パーセントでございました。また、

（４）の平均運用利回りは１.９４パーセントとなり、貯金の支払利率を

上回ったものでございます。 

次に、１４の貸付経理でございます。(１)の貸付の状況等の①、貸付条

件は貸付の準則どおりでございます。②の新規貸付件数は３７８件、年

度末の貸付総件数は４，２２９件でございました。③の新規の貸付金額

は６億１，２６０万７，９９１円、貸付金総額は年度末で５８億７，４８

０万９，８７０円でございました。④の長期借入金は、年度末で退職等年

金預託金管理経理から３３億７，０４０万３，７２５円を借り入れてい

るものでございます。続きまして、１０ページをご覧ください。(２)の収

支につきましては、収入では、貸付金に対する組合員貸付金利息以下、合

計をいたしまして７，７６９万９４８円となったものでございます。一

方、支出では、上から４行目の退職等年金預託金管理経理からの借入金

に対します支払利息を中心にして、以下合計をいたしまして９，２８５

万１，０５９円となったものでございます。収支差し引きいたしますと、

１，５１６万１１１円の当期損失金が生じましたので､(３)の剰余金をご

覧ください。生じました損失金は､全額欠損金補てん積立金を取り崩して

補てんをいたしました結果、翌年度へ２５億１，００２万１，３４８円を

繰り越すものでございます｡なお、この欠損金補てん積立金の額は、貸付

金総額の４２.７２パーセントに当たっております。 

次に、１５の物資経理でございます。(１)の自動車物資等の割賦販売

による売掛金は、令和４年度末の残高が２０億５，３５２万９，６９６円
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でございます。(２)の新規商品売掛金は５億８，２０２万９，０２３円

で、販売台数は２７４台となりまして、前年度より１台増加しておりま

す。また、(３)の長期借入金は、退職等年金預託金管理経理から１７億

５，９８０万円を借り入れているものでございます。(４)の収支につき

ましては、収入では商品売上、商品販売益以下、合計をいたしまして６億

４６６万６２２円となったものでございます。一方、支出では､２行目の

商品仕入は､収入の商品売上と同額となりますが、以下合計をいたしまし

て６億７０６万１，８１９円となったものでございます。収支差し引き

いたしますと、２４０万１，１９７円の当期損失金が生じましたので､

(５)の剰余金をご覧ください。生じました損失金は、欠損金補てん積立

金を取り崩して補てんをいたしました結果､翌年度へ２億２，６０９万２，

７９８円を繰り越すものでございます｡なお、この欠損金補てん積立金の

額は長期借入金の１２.８４パーセントに当たるものでございます。 

続きまして、１１ページをご覧ください。次に、１６の財形経理でござ

います。(１)貸付の状況等の①、貸付条件は記載のとおりでございます。

②新規貸付は０件で、年度末の貸付総件数は４件でございました。③貸

付金総額は、年度末で３，１７２万８，１１９円となりました。④長期借

入金は、連合会から同額を借り入れているものでございます。(２)の収

支につきましては、収入では、財形貸付金利息としまして２０万９，８２

０円、一方、支出では、借入金に対する支払利息として、収入額と同額を

連合会へ払い込んだものでございます。収支差し引きしますと０円とな

りましたので、（３）の剰余金をご覧ください。積立金は前年度から繰り

越しした７，２０７円を全額、翌年度へ繰り越すものでございます。 

以上で、議案第１号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

 

議  長  ただいま、議案第１号の説明がなされたところでございますが、質疑

をいただく前に、監査の結果について監事より報告を求めます。 佐藤学

識経験監事。 

 

学識経験監事  はい。 

 

議  長  はい、監事。 

 

学識経験監事  それではお手元の監査報告書をご覧いただきたいと思います。監査報

告書を読み上げまして報告に代えさせていただきます。監査報告書。１、

監査年月日。令和５年６月１２日。２、監査の対象となった期間。令和４

年４月１日から令和５年３月３１日まで。３、監査事項。組合の業務及び

財産の状況について。４、監査の結果の概況及び意見。組合の業務は法令

の定めるところにより適正に執行され、会計経理についても正確に処理

され、証拠書類についても良好に整理されていることが認められました。

なお、意見として、宿泊経理及び保健経理における施設収入の増加並び

に持続可能な施設運営に向けて、引き続き一層の努力を求めるものです。

貯金経理については、中長期的な運用利回りを見据えて今後の支払利率

を検討し、制度の安定性の向上に努めてください。５、出納職員に対して

直接注意した事項。なし。６、その他必要な事項。なし。地方公務員等共
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済組合法第１２条第３項及び千葉県市町村職員共済組合定款第４６条の

規定に基づき、監査した結果を同定款第４９条の規定により上記のとお

り報告します。令和５年６月１４日。監事、佐藤晴彦。監事、鵜澤裕貴。

監事、佐藤晴邦。以上でございます。 

 

議  長  以上で、監査報告を終了し、これより質疑をお受けしたいと存じます。

議案に対する質疑はございませんか。 

 

須藤議員  はい。 

 

議  長  はい、須藤議員。 

 

須藤議員  ８番の須藤です。通告書に基づきまして発言をさせていただきます。

初めに、保健経理についてです。決算書報告２２ページ、歯科口腔健康診

査は８４０件で４１１万６，０００円とあります。これは歯科患者の予

防対策から、平成２８年度から２５歳以上１０歳刻みの年齢に達する組

合員に対して受診券を交付してきました。令和３年度の受診券の発行件

数は５，４２９件であり、実施率は１３．５パーセントであると昨年お聞

きしました。令和４年度の受診券を発行した件数と実施率についてお聞

きしたいと思います。 

須藤議員  もう一つは業務経理についてです。２、３年前からクラウドストレー

ジサービスを利用して、事務処理システムの開発を行うための検証をし

てきましたが、今年度の事業計画からクラウドストレージサービスの文

字が無くなりました。このクラウドストレージサービスの特徴は、デー

タ容量を気にすることなく、インターネット上で保存や受け渡しが可能

であると同時に、回線が繋がっていればどこからでもクラウドストレー

ジサービスにアクセスできると聞いています。ただ、使用する人数によ

って経費がかさむのと同時に、インターネット環境が繋がった状態でパ

スワードを知っていれば誰でもアクセスできるので、セキュリティ対策

が重要であると聞いています。これはすでに検証が終わったということ

で良いのでしょうか。また、これまでの経費はいくらかかっているのか

教えてください。以上です。 

 

福祉課長  はい、議長。 

 

議  長  はい、関福祉課長。 

 

福祉課長  福祉課の関でございます。私からは保健経理についてお答え申し上げ

ます。保健経理における歯科口腔健康診査の令和４年度の受診券発行件

数は５，８３９件でございます。また、実施率は１４．３９パーセントで

ございます。なお、実施率の１４．３９パーセントですが、歯科医師会か

ら１０パーセントを超える当組合の実施率は優良な水準であるという評

価をいただいております。以上でございます。 

 

情報管理課長  はい、議長。 
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議  長  はい、工藤情報管理課長。 

 

情報管理課長  情報管理の部分でございますので、答えさせていただきます。情報管

理課長の工藤でございます。ご指摘のとおり、クラウドストレージサー

ビスの特徴は、利便性があるところが多い反面、しっかりとしたセキュ

リティ対策が非常に重要であるということもおっしゃるとおりでござい

ます。このクラウドストレージサービスにつきましては、各種事務処理

の迅速化及び効率化を図るとともに経費削減に努めることを目的といた

しまして、検証を進めてまいりました。クラウドストレージサービスを

利用した事務処理システム開発につきましては、当該サービスの利用に

あたりましては、セキュリティ対策が最も重要であることから、令和４

年度、各所属所における情報セキュリティ対策の状況調査を行いました。

その結果、十分なセキュリティ対策が確保されているとは言い難い結果

でございました。そのため、当該サービスを利用した事務処理環境の開

発につきましては、現状において不可能であると判断させていただいた

ものでございます。引き続き、事務処理の迅速化、効率化及び経費削減が

図れる方法につきまして検討をしてまいりたいと考えております。これ

までの経費でございますが、令和３年度におきまして、昨年１０月の制

度改正に伴いますデータ量の増加を見据えまして、クラウドストレージ

サービス導入を前提といたしました報告データ一括取込み及び提供デー

タ一括作成機能を構築したものでございまして、約５００万円負担した

ものでございます。当該機能の活用によって、各所属所とデータを一つ

一つ処理するのではなく、ひとまとめにして処理を行うことができるよ

うな形となりまして、約３時間の事務処理短縮、各所属所への確認、問い

合わせが迅速に行えるようになるなど、事務処理の負担軽減が図れたも

のでございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

須藤議員  わかりました。 

 

議  長  他にございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で質疑を終結いたします。 

これより採決をいたします。議案第１号「令和４年度決算の認定につい

て」、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

〔 全員挙手 〕 

 

議  長  挙手全員であります。よって、議案第１号「令和４年度決算の認定につ

いて」は、原案のとおり認定することに決しました。 

 

議  長  以上、附議いたしました議案につきましては、慎重にご審議をいただ

きまして、可決をいただきました。厚くお礼を申し上げます。以上をもち

まして、第２０３回組合会を閉会とさせていただきます。ご協力、誠にあ

りがとうございました。 
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閉 会 （時刻１３時５６分） 
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令和５年６月２３日調製 

 

 

 

 

 

 

                議  長    岩  田   利  雄 

 

 

 

                署名議員    佐  藤   晴  彦 

 

 

 

                署名議員    金  坂      賢 
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